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Lend Lease社 
国際レベルで総合的な不動産サ ビスを提供国際レベルで総合的な不動産サービスを提供

19 8年 創設1958年 創設 
本社 オーストラリア シドニー 
オーストラリア証券取引所に上場 (コード ASX:LLC)

A$106億
営業収入 

オ ストラリア証券取引所に上場 (コ ド ASX:LLC)
国際レベルで総合的な不動産サービスを提供する企業グ
ループ 

A$101億 
運用資産額 

開発管理 
投資運用 
プロジェクトマネジメントおよび建設

A$107億 
販売用運用資産額 プ ジ クトマネジメントおよび建設

資産および不動産の管理 
主要な4地域で30を超える国に拠点を配備: 

オ

A$38億（概算） 
時価総額オーストラリア 

アジア諸国 
EMEA (欧州、中東、アフリカ)

時価総額

11 000名以上

2 

( )
南北アメリカ 

11,000名以上
従業員数（全拠点） 

数値は、2010年6月30日時点のもの 



Lend Lease社 
際立 た要素を備えた あるいは徹底的な解決策を提供際立った要素を備えた、あるいは徹底的な解決策を提供

投資運用 プロジェクトマネジメント＆建設 資産＆不動産運用 開発管理 

弊社の不動産価値チェーン 

商業用 リテール 住居用 

インフラ整備 
定年後 

物件発掘 購入 資金調達 設計 建設 運用物件発掘 購入 資金調達 設計 建設 運用 

不動産獲得の 
ベストチャンスを

適切な取引を 
スケジュールに

適切な 
投資ソリューション

革新的で 
持続可能な不動産

弊社の国際的な 
調査力を駆使した

時間をかけた 
継続的なストチャンスを

確保 
スケジ ルに

合わせて獲得 
投資ソリュ ション

を提供 
持続可能な不動産

ソリューションを 
創生 

調査力を駆使した
建設および 
プロジェクト 
マネジメント 

継続的な 
不動産価値の 

強化 



Lend Lease社 
50年の実績50年の実績 

マッカーサースクウェア  

（ニューサウスウェールズ、キャンベルタウン） 

ブルーウォーターショッピングセンター 

（英国、ケント） 

420 ジョージストリート 

（ニューサウスウェールズ、   

シドニー）

313@Somerset

シドニ ）  

@

ゲージ 

（オーストラリアビクトリア州、ビクトリアハーバー） 

313@サマーセット（シンガポール） 



Lend Lease社 
納得できる の行動納得できる一つ一つの行動

サ ナビリ （持続可能性） 中核サステナビリティ（持続可能性） 中核
となる活動原理 
オーストラリアおよび英国のグリーンビ

ダウジョーンズサステナビリ
ティインデックスならびにゴ
ールドマンサックスJBWereオ ストラリアおよび英国のグリ ンビ

ルディング協会の創立メンバー 
オーストラリアで初の５つ星グリーンス
タ および６つ星グリ ンスタ を実現

ールドマンサックスJBWere
「環境リーダーシップ」インデ
ックスの構成銘柄 

ターおよび６つ星グリーンスターを実現

全ての開発案件についてグリーンビル
証明の取得を義務付け クリントン気候変動イニシア

チブと提携

世界規模で認識されているサステナビ
リティに関するイニシアチブに積極的に
参加

チブと提携

国際レベルの不動産投資企参加 国際レベルの不動産投資企
業としてUNPRI（国連責任投
資原則）に初めて調印 

5 
世界グリーンビルディング協
会とパートナー関係 



投資運用 
国際レベルの不動産物件およびソリ シ ンを用意国際レベルの不動産物件およびソリューションを用意

オ ト リ 初 非上場不動産信託を形成（19 9年）しオーストラリア初の非上場不動産信託を形成（1959年）し、

現在はオーストラリアで最大規模のホールセール不動産フ
ァンド(APPF)の運用を手がける。 

11
全世界での 
運用ファンド数 

多様な顧客ベース: 年金ファンド、ソブリンファンド、投資運
用マネージャー、保険会社など 
組織内の取引調達 取得 適正評価 運用成績のモニタリ

120以上 
機関投資家顧客数組織内の取引調達、取得、適正評価、運用成績のモニタリ

ングおよび資産運用のスキル 
資産価値を明らかにし、投資家へのリターンを強化する確

機関投資家顧客数 

A$101億 
運用資産額かな能力

クラス最優秀のガバナンスプラクティス 
持続可能な責任投資方針の遂行を公約

運用資産額

91件 
運用フ ンドとして所有持続可能な責任投資方針の遂行を公約

受賞 投資スチュワードシップ賞 – ファンド運用部門 
 メルボルン金融サービスシンポジウムより表彰 

運用ファンドとして所有
する物件数 

6 

融 ウ り表彰

 
数値は、2010年6月10日時点のもの 



投資運用におけるサステナビリティの実現 
3つの要素3つの要素 

リーダーシップ 

ビジネスシステム 

利害関係者
による関与 



主要要素 1 
リーダーシップ 



リーダーシップ リ ダ シップ

なぜ？ だれが？ 
取締役会

何が？ 
持続可能な責任投資方針

リ
ー

AD
ER

SH
IIP

 

・テナント 
・投資家 
・法制度 
・競合他社 
・企業としての要件

・取締役会
・CEOおよびCIO 
・シニアマネージャー 
・サステナビリティ 
              マネージャー 

・持続可能な責任投資方針
・UN PRIに調印 
・地域のRI（責任投資） 
  組織に加盟 
 

持続可能な投資運用 
の公約 

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

LE
A企業としての要件 



KEY FACTOR 1 
挿入資料（Ａ４縦）LEADERSHIP 挿入資料（Ａ４縦）



投資運用 
サステナビリテ リ ダ シ プタイムラインサステナビリティリーダーシップタイムライン

2006年 
・サステナビリティマネージャーを雇用サ テナ リティ ネ ジャ を雇用
・サステナビリティワークショップを実施 
・否定派が多く、擁護派は少数 
 

リ

AD
ER

SH
IIP

 

2007年（転換期） 
・コンファレンスを支援 
・ゲイリー・パイボ氏と投資家フォーラムを開催  

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

LE
A・持続可能な責任投資の方針を発表
・第一ファンド固有のサステナビリティ戦略 

ッ
プ 

2008年 
・UN PRIに調印  
・持続可能な責任投資方針の改定 



Lend Lease社の投資運用 
持続可能な責任組織

第 投資 ド プ賞 ド 部 を受賞 期的な偉

持続可能な責任組織

第3回投資スチュワードシップ賞（ファンド運用部門）を受賞、 長期的な偉
業と最も優れたコーポレートガバナンスが評価される 

 
ベストESGアセットマネージャー賞 - オーストラリア ワールドファイナンスベストESGアセットマネ ジャ 賞 オ ストラリア、ワ ルドファイナンス
 
国際スペシャリスト不動産投資運用会社として初めて国連のPRIに調印 

 
きな責任をも 自 ド び投資 件 を希望す

リ
ーより大きな責任をもって自らのファンドおよび投資案件の運用を希望する

不動産ファンドおよび資産の運用マネージャーのために主要なステップを
説明したツールキットの作成においてスポンサーおよび参加者として活動 

AD
ER

SH
IIP

 ー
ダ
ー
シ
ッ
プ 

Lend Lease社は、グリーンビル証明の取得を全ての開発物件に義務付け
ている  
 
L d L 社は 自社グ プが事業を展開する場所 あればど も無

LE
Aプ 

Lend Lease社は、自社グループが事業を展開する場所であればどこでも無
事故無怪我を公約している。 この方針は、自社グループの事業のあらゆ
る側面で行き届いており、顧客、供給業者、下請け業者およびその他の
利害関係者にまで拡大適用されている。利害関係者にまで拡大適用されている。



主要要素 2 
ビジネスシステム 



ビジネスシステムジネ シ テ

ファンド固有のサステナビリティ戦略 

MS
 

環境管理システム

ビ
ジ

ES
S 

SY
ST

EM環境管理システム ジ
ネ
ス
シ
ス
テ
ム

BU
SI

NE

データ収集およびITシステム 
ム 

分析および報告 



ファンド固有のサステナビリティ戦略 ファンド固有のサ テナ リティ戦略

目次目次

背景 
• ビジネスとしての背景

MS
 

• ビジネスとしての背景

• 業界としての背景 
• 法制度確立としての背景 ビ

ジ
ネ

ES
S 

SY
ST

EM

ファンド固有のサステナビリティに 
関するビジョン 

ネ
ス
シ
ス
テ
ム

BU
SI

NE

ファンド戦略 
• 既存の資産 

プ ジ

ム 

• 開発プロジェクト

財務上の方針と報告 

資産イニシアチブと目標 (付属資料) 



ファンド固有のサステナビリティに関する戦略ファンド固有のサ テナ リティに関する戦略

ビジ戦略的なビジ ビジョン (例)

APPF商業用

戦略的なビジョン 

- ファンド固有 

MS
 

APPF商業用
….‘オーストラリアの市場において、環境と
いう点で持続可能な事務所使用の商業用
不動産を扱った大手のファンドとして認識さ
れる ’

- 鼓舞する内容 

- 印象的な内容 ビ
ジ

ES
S 

SY
ST

EMれる ’ ジ
ネ
ス
シ
ス
テ

BU
SI

NE

APPFリテール 
….‘オーストラリアの非上場市場において持
続可能なリテール投資物件として最適であ

テ
ム 

続可能なリテール投資物件として最適であ
り、投資家、 リテーラー、顧客およびコミュニ
ティのため３つの最終的なプラスの結果をも
たらすことを目指してリテール設計、開発お
よび運営に対応する’よび運営に対応する



ファンド固有のサステナビリティ戦略 ファンド固有のサ テナ リティ戦略

戦略(例) 

• 計測とモニタリング • コミュニティと社会

MS
 

 計測と タリング ミ ティと社会

• 数的指標と報告 • 教育 

ナ 関与 無事故および無怪我
ビ

ES
S 

SY
ST

EM• テナントの関与 • 無事故および無怪我

• 継続的な改善 • 買収の枠組み 

ジ
ネ
ス
シ
ス
テ

BU
SI

NE• 廃棄物のリサイクル • ビルの規則と装備ガイドライン 
テ
ム 



ファンド固有のサステナビリティに関する戦略ファンド固有のサ テナ リティに関する戦略

資産 有 標 例資産固有の目標 (例)

商業用

MS
 

商業用

年度 

ネ ギ

ビ
ジ
ネ
ス

ES
S 

SY
ST

EM

水の再利用 

* Green Starの格付けは現在、既存のビルを対象に設けられていない。

NABER エネルギー

NABER 水 
ス
シ
ス
テ
ム 

BU
SI

NE

リテール用 

Green Starの格付けは現在、既存のビルを対象に設けられていない。
# グリーンパワーを含む。 

暦年 2003年 
基準 

対基準年％ 2008年 
当期 

2008年までの 
目標％ 

2012年 
目標 

エネルギー（kWh/GLA平方メートル） 

水（KL/GLA平方メートル） 

廃棄物（物件にてリサイクル済み廃棄物に対する％） 



環境マネジメントシステム(EMS)環境 ネジ ントシ テ ( )

EMSの構成要素 

環境方針 

EMSの背景 

Lend Lease社全体を対象とする環境プロセ

MS
 

環境および法務のリスク管理 

目的 目標および品質に関するプログラム

スの基準化 

現在、実施中 ビ
ジ

ES
S 

SY
ST

EM目的、目標および品質に関するプログラム

役割と責任 

適性認知と訓練

ISO14001と協調 

ジ
ネ
ス
シ
ス
テ
ム

BU
SI

NE適性認知と訓練

コミュニケーション 

文書管理

企業全体を対象とするシステム 
ム 

文書管理 

運営 

緊急事態への準備および対応緊急事態への準備および対応

モニタリングおよび測定 



サステナビリティに関するデータ収集とITシステム 
企業レベルのサステナビリティマトリクス企業レベルのサステナビリティマトリクス

MS
 

洞察力 
境 ビ

ES
S 

SY
ST

EM環境 
交渉 パフォーマンス 軌道 

ビ
ジ
ネ
ス
シ
ス

BU
SI

NE

洞察力 
健康＋安全 

洞察力 
人材 

調達 コンプライアンス 環境基準 

ス
テ
ム 

洞察力 
財務 報告 グローバルベンチマーク 排出の見直し 



サステナビリティに関するデータ収集およびITシステムサ テナ リティに関するデ タ収集および シ テ

資産レベルの二次計測とモニタリング資産レベルの二次計測とモニタリング

MS
 

EDGE 
計測 

システム 
ビル管理システム 

ビ
ジ

ES
S 

SY
ST

EM

家庭温水 主水道メーター 主ガスメーター テナント総電力 ビル基礎電力 
 

ジ
ネ
ス
シ
ス
テ
ム

BU
SI

NE工業温水 

ゴミ箱洗浄×2 リテールテナント 
メーター×8 

事務所テナント 
メーター×6 

 

家庭温水 

工業温水 

Lend Lease社(x5) 

富士通(x8) 機械的サービス 
 

冷却装置 
 

ム 

油除去ルーム 

再利用水 

冷却塔 熱電併給 
システム 

駐車場L&P 

エレベーター 
 

ガス 

テナント電力 

水 ビル基礎電力 



分析と報告 分析と報告

企業レベル 
・四半期ごとの環境マトリクス 
・DJSIおよびCDPを含む年次報告書

MS
 

APPFC 

・DJSIおよびCDPを含む年次報告書

ファンドレベル 
・ファンドマネ ジャ により作成

ビ
ジ

ES
S 

SY
ST

EMAPPFC ・ファンドマネージャーにより作成
・投資家、シニアマネージャーおよび取締役会へ報告 

ジ
ネ
ス
シ
ス
テ
ム

BU
SI

NE資産レベル
・ファンド運用チームにより再検討 
・透明性を実現し、不動産マネージャーを鼓舞するために活用 

ム 

サブシステムレベル 
・不動産マネージャーにより再検討 
・ファンドマネージャーへ例外事項報告ファンドマネ ジャ 例外事項報告



分析および報告 – 企業レベル分析および報告 企業レ ル

MS
 ビ

ジ
ネ

ES
S 

SY
ST

EMネ
ス
シ
ス
テ
ム

BU
SI

NE

ム 



分析および報告 – ファンドレベル分析および報告 ファンドレ ル

MS
 

ビ

ES
S 

SY
ST

EMジ
ネ
ス
シ
ス
テ

BU
SI

NEテ
ム 



分析および報告 – 資産レベル分析および報告 資産レ ル

ネ ギ 水道水 廃棄物エネルギー 水道水 廃棄物

Kw
H

/M
2 )

 

Ｌ
/M

2 )
 

ク
ル

率
 

MS
 実績 

目標 実績 
目標 

実績 
目標 ビ

ジ

電
力

消
費

量
（
K

水
消

費
量

（
KＬ

一
次

リ
サ

イ
ク

ES
S 

SY
ST

EM

09.01   10.01     11.01    12.01 09.01   10.01     11.01    12.01 09.01   10.01     11.01    12.01 
ジ
ネ
ス
シ
ス
テ

月間基本ビルABGRパフォーマンス 
対五つ星NABERS排出量  

ビ は現在五 星基本ビ

BU
SI

NE

テ
ム 

ビルは現在五つ星基本ビルNABERS
エネルギーベンチマークより0.9% 
下回っている。 

運
営

目
標

 

設計目標分
散

 
対

 
五

つ
星

運

設計目標
五つ星NABERS目標 
実績 



分析および報告 – サブシステムレベル分析および報告 サブシ テ レ ル

熱電配給システム冷水工場 熱電配給システム冷水工場

設計目標 設計目標(LLd) 実績 2010年実績 設計目標 2010年実績 2009年実績 

MS
 ビ

ジ

電
力

（
K

w
h)

 

電
力

（
K

w
h)

 

ES
S 

SY
ST

EMジ
ネ
ス
シ
ス
テ
ム

BU
SI

NEHVAC 冷却塔水 ム 

設計目標 2009年実績 2010年実績 

績

実績（2009年） 

設計目標 

電
力

（
K

w
h)

 

電
力

（
K

w
h)

 

実績（2010年）



主要要素 3 
利害関係者の関与 



利害関係者の関与利害関係者の関与

Lend Lease 
投資運用  

GE
ME

NT
 

従業員 利
害
関

DE
R 

EN
GA

G関
係
者
に
よ
る

TA
KE

HO
LD

テナント 顧客/投資家 
共同所有者/ 
JVパートナー 業界団体 供給チェーン 

る
関
与 

ST



概 要概  要 



概  要概 要

- なぜ、誰が、何を? 
- 約束  
方針- 方針

リーダーシップ 

- 従業員 
- テナント

サステナビリテ に関する戦略

ビジネスシステム

- 顧客/投資家 
- 共同所有者/JVパートナー 
業界団体

- サステナビリティに関する戦略

- 環境管理システム 
- データ収集およびＩＴシステム 

利害関係者による関与 

- 業界団体

- 供給チェーン - 分析および報告 



ありがとうございました。ありがとう ざ ました。

www.lendlease.com/sustainability 


